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伊那⻄⾼校生徒と伊那市議会との意見交換会 報告書 

 

 伊那市議会では、政治や地域への関心を高めることや、全員に投票に行ってもらうこと、

議員に立候補したいと思う若者を増やすことなどを目的に、若者の傍聴や意見交換会を行っ

ています。 

 今回は伊那⻄⾼等学校進学コースの⽣徒の社会科学習の⼀環として、伊那市議会との交流

を取り入れていただきました。議会傍聴を経験してもらい、後日意見交換を行いました。 

 

 

１． 議会傍聴 

（１）傍聴日  令和 4 年 12 月 7 日（水）午前 11：30〜12：05 

   （12 月定例会一般質問 2 日目） 

（２）傍聴者数  生徒 28 人、教員 1 人 

 

 

２． 意見交換会 

（１）日時  令和 4 年 12 月 19 日（月）午前 11：25〜12：15 

（２）会場  伊那⻄⾼等学校 大会議室 

（３）参加者  生徒 32 人、教員 1 人、議員 10 人、議会事務局 1 人 

（４）開催方法  グループ懇談 

（1 グループ 生徒６〜７人、議員 2 人で 5 グループ） 

   懇談後、まとめの全体会 

（５）懇談テーマ テーマ１「この地域の良いところは？」 

   テーマ２「議会に若者の力を取り入れるには？」 
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（６）懇談の中で生徒から出された意見 

 テーマ１「この地域の良いところは？」 

ａ．人が優しい、温かい、アットホーム、親切。周りの人がよくしてくれる。人付き合

いが良い。子どもがのびのび育っている。 

ｂ．学校の行き帰りに地域の方が「おはよう」「おかえり」とたくさん声をかけていた

だいて、見守っていただいてありがたい。 

ｃ．自然が豊か。暮らしていると体調が良くなる。野菜など地元の食べ物が安くておい

しい。山に囲まれ四季の変化がはっきりして美しい。紅葉がきれい。高遠は桜が素晴

らしい。夜空（星）がきれいで空気がおいしい。 

ｄ．地域からのお裾分けがあってうれしい。 

ｅ．田舎すぎないところが良い、若い人向けから高齢者向けまで店が多い、高齢の方も

よく買い物に出掛けている。循環バスが便利、お店が多い。 

ｆ．高校生の医療費が無料になり、安心して医者にかかることができる。 

ｄ．子どもが多いので、地域の行事も多く､楽しい行事が多い。 

ｈ．電車が利用しやすい。伊那市駅は有人駅なので助かっている。沢渡駅に Wi-Fi が 

あって良い。 

ｉ．⻄春近公⺠館に薪ストーブがあり暖かくて良い。 

ｊ．宮田駅前の湧き水がおいしい。大芝高原にはいろいろある。 

 

 テーマ２「議会に若者の力を取り入れるには？」 

ａ．今回のような意見交換会で伊那市のいろいろなことを知ることができ、「何が必要

なのか」気づきの機会となった。こうした市議との懇談会を定期的に開いて欲しい。

市内の高校ともやればよい。小学生の保護者ともやればよい。   《検討結果Ｐ4》 

ｂ．議会を傍聴できることすら知らなかった。何をしたらいいかを考える力は高校生に

はあると思うので、まずは知ってもらうこと。          《検討結果Ｐ4》 

ｃ．若い人が選挙に挑戦したり、発言をする事ができるということを、もっとＰＲした

り、そういう環境を作ることが大事。              《検討結果Ｐ4》 

ｄ．若い人は、インスタ・TikTok・ＳＮＳ・ＬＩＮＥ・月刊上伊那から情報を得ている

ので、それらの媒体に市の情報が載ったり、お店で使える割引があれば見ると思う。            

《検討結果Ｐ4》 
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ｅ．議会傍聴では、スクリーンに写真が写されていて、傍聴者にわかりやすくて良い取

組だと思った。さらに市⺠にわかりやすい取組をしたい。       《検討結果Ｐ5》 

  

その他 

ａ．新体操指導教諭の転勤で、指導回数が減って、人が常にいることのありがたみを 

知った。 

ｂ．学校から沢渡駅までの帰りの道が暗く街灯を増やしたい。   《検討結果Ｐ5》 

ｃ．伊那市キャラクターの「イーナちゃん」をバージョンアップして盛り上げたい。

《検討結果Ｐ6》 

ｄ．コロナの影響で人数制限があったが、他の高校との交流ができるとよい。 

ｅ．教育制度が整っていることを望みます。（上伊那に進学先がない。教育の充実を真

剣に考えてほしい。） 

ｆ．市⺠体育館に冷暖房設備を付けて欲しい。（新体操）           《検討結果Ｐ6》 

ｇ．成人式が何歳で行われるのか心配していた。皆が参加しやすい形にしたい。 

《検討結果Ｐ7》 

ｈ．飯田線の電車の本数が増えて Suicaが使えるようになると良い。 

ｉ．高齢の方が利用できる施設があるといいと思う。               《検討結果Ｐ7》 

ｊ．働きやすい環境づくりをしてほしい。（子供に関わる仕事） 

ｋ．女性の職場が少ないと感じている（伊那市の PR不足？） 

ｌ．伊那市の駅周辺での Wi-Fi の感度が良くない。使いたい時に使えない。 

ｍ．殿島橋付近の朝の交通渋滞が激しく、簡単に横断できないので何とかして欲しい。

《検討結果Ｐ8》 

ｎ．駅前や市内でシャッターが閉まっているお店が多くてさみしい。何とかできると良

い。                                                          《検討結果Ｐ8》 

ｏ．市内商店街に駐車場が少ないと思うので、使い易い駐車場が増えると、人も集まり

やすいのでは。                                                《検討結果Ｐ8》 

ｐ．市内にカフェ歩きができるようなお店が増えるとよい。         《検討結果Ｐ8》 

ｑ．コンビニがあると高校生は助かるし集まると思う。             《検討結果Ｐ8》 

ｒ．駅から⾼校までお店が１軒もない。⾃販機もない。（⻄春近公⺠館にはある。）

《検討結果Ｐ8》 
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３． 生徒から出された意見に対する検討結果 

テ

ー

マ

２

 

 

 

ａ

 

出さ 

れた 

意見 

今回のような意見交換会で伊那市のいろいろなことを知ることができ、「何

が必要なのか」気づきの機会となった。こうした市議との懇談会を定期的に

開いて欲しい。 

現状 

(議会) 

市⺠と議会との意⾒交換会は毎年開催しています（令和２年度と令和３年度

は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）。高校生との懇談会

は、令和元年度に伊那⻄⾼校と意⾒交換会を実施することができました。 

検討

結果 

オンラインを使っての意見交換会等、引き続き計画を練って検討します。 

テ

ー

マ

２

 

 

 

ｂ

 

出さ 

れた 

意見 

議会を傍聴できることすら知らなかった。何をしたらいいかを考える力は高

校生にはあると思うので、まずは知ってもらうことが必要。 

現状 

(議会) 

⼩中学校へは校⻑会の中で傍聴の呼びかけを⾏い、⾼校へは個別に声かけを

させていただいています。 

検討 

結果 

引き続き、議会運営委員会において検討していきます。 

テ

ー

マ

２

 

 

ｃ

 

出さ 

れた 

意見 

若い人が選挙に挑戦したり、発言をすることができるということを、もっと

ＰＲしたり、そういう環境を作ることが大事。 

検討 

結果 

引き続き、議会運営委員会において検討していきます。 

テ

ー

マ

２

 

 

 

ｄ

 

出さ 

れた 

意見 

若い人は、インスタ・TikTok・ＳＮＳ・LINE・月刊かみいなから情報を得

ているので、それらの媒体に市の情報が載ったり、お店で使える割引きがあ

れば見ると思う。 

現状 

(議会) 

議会の情報については、市議会ホームページ、Facebook、議会だより（市

報）、安心安全メール、文字放送等（ケーブルテレビ）にて発信していま

す。 

検討 

結果 

議会側が出向いて市⺠との接点を増やすなど、意識を高める方法を引き続き

検討していきます。 
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テ

ー

マ

２

 

 

ｅ

 

出さ 

れた 

意見 

議会傍聴では、スクリーンに写真が映されていて、傍聴者にわかりやすくて

良い取組だと思った。さらに市⺠にわかりやすい取組をしたい。 

現状 

(議会) 

令和４年９月定例会から、一般質問の際に、資料をスクリーンへ投影させて

表示することとしています。その他、報告会等においても、資料のスクリー

ン投影を行っています。 

検討 

結果 

引き続き、議会運営委員会において検討していきます。 

そ

の

他

 

 

 

ｂ

 

出さ 

れた 

意見 

学校から沢渡駅までの帰りの道が暗く、街灯を増やしたい。 

現状 

(市) 

夜間の安全のための明かりの確保は、道路照明灯や防犯灯を設置して対応

しています。 

道路照明灯は、夜間または明るさが急に変わる場所において、道路状況、

交通状況の的確な把握によって良好な視環境を確保し、道路交通の安全、円

滑を図る目的のために設置しています。設置場所は市内の幹線市道の必要と

する区間に、交通事故の防止を図るため設置しています。 

犯罪抑止効果という点では、防犯灯の設置が効果的かと思われます。防犯

灯の設置・維持管理は区等で行っていますので、地元の沢渡区と相談し、設

置を検討していただきます。設置にあたっては、防犯灯設置に対する補助金

を有効活用していただくこともできます。 

 電気料金の負担は、公平性を踏まえ、受益者負担という観点から設置者

（区等）にお願いをしてまいります。 

 なお、通学路の危険性の回避は、行政だけで対処できません。学校をはじ

め、関係者（駐在所や防犯協会、ＪＲ等）との協同が不可欠です。1 人１人

が、犯罪に遭わないための注意力を高めることがなにより大切と考えます。 

検討 

結果 

市へ次のように要望していきます。 

 全国各地で殺傷事件も起きている中、学校から沢渡駅までの道は街灯も少

なく痴漢の危険性もあるため、早急に街灯設置（増設）を対応して欲しい。 

なお、街灯に係る電気料については、区ではなく市で負担する方法を採って
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いただきたい。また、沢渡区に限らず、他の地区についても通学路の危険性

の問題として、検討して欲しい。 

そ

の

他

 

 

ｃ

 

出さ 

れた 

意見 

伊那市キャラクターの「イーナちゃん」をバージョンアップして盛り上げ

たい。 

現状 

(市) 

現状としては、イーナちゃんの着ぐるみはイベント、広報番組で活用して

います。また図柄は、登山や伊那まつりバージョンなど１０パターンありま

すが、市の広報誌などで利用しています。 

イーナちゃんのバージョンアップに関して権利関係や予算などの課題があ

り、実施が難しい部分もありますが、高校生が関心を持ち、「バージョンア

ップして盛り上げたい」という思いを前向きに受け止め、有効活用の方法を

検討していきます。 

図柄については、イベントのイメージに合うパターンのものをチラシ等に

掲載し、目に触れる機会を増やしていきます。 

着ぐるみについては、以前にコロナ対応でマスクをつけたり、駅伝のＰＲ

でハチマキをつけるなど、着せ替えをしたこともありますので、まずは手軽

にできることや工夫を凝らした活用を考えていきます。 

最近の若者世代はホームページを見ないという指摘もあり、どのような方

法だったら伝わるＰＲになるか、高校生の皆さんとも意見交換しながら、検

討していきたいと思います。 

検討 

結果 

市へ次のように要望していきます。 

「イーナちゃん」の図柄が何種類かあることを高校生が知らない可能性も

あるので、もう少しＰＲして欲しい。また、着ぐるみについては、いくつか

のバージョンを考えたり、新たな活用方法を検討して欲しい。 

そ

の

他

 

 

 

ｆ

 

出さ 

れた 

意見 

市⺠体育館に冷暖房設備を付けてほしい。（新体操） 

現状 

(市) 

伊那市で管理する体育館は小中学校の体育館も含めて、冷暖房設備を完備

している施設は現在のところありません。市⺠体育館に冷暖房設備を完備す

るには、多額の工事費用がかかるとともに、電気代や燃料費等のランニング
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コストも毎年必要となることから、すぐに冷暖房設備を設置することは難し

い状況です。 

また、市⺠体育館は指定緊急避難場所となっており、その対策として令和

２年度にジェットヒーター６台とスポットクーラー６台を導入しておりま

す。平時は利用者への貸し出しも行っておりますので、必要に応じてご利用

いただきたいと思います。 

 音響の問題については、専門業者により原因等を調査いたしましたが、音

の反響など体育館の構造的な問題もあり、改善するには音響機器の更新を含

めて抜本的な改修工事が必要です。こちらも財源の確保が課題であることか

ら、更新や改修の可否を含めて対応を検討していきたいと思います。 

検討 

結果 

市へ次のように要望していきます。 

 市⺠体育館は避難所にもなり得るので、冷暖房設備（特に暖房）の設置を

お願いしたい。なお、音響設備についても、改善をお願いしたい。 

そ

の

他

 

 

 

ｇ

 

出さ 

れた 

意見 

成人式が何歳で行われるのか心配していた。皆が参加しやすい形にしたい。 

現状 

(市) 

⺠法の改正により、成年年齢は１８歳となりましたが、伊那市では、２０

歳の人を対象として、名称を「成人式」から「二十歳

は た ち

のつどい」に変えて開

催しています。対象となる人は、市内の中学校を卒業している（転出者含）

か、式を⾏う年度に伊那市に住⺠登録がある⽅です。 

⼆⼗歳のつどいは、伊那地域が８⽉に、⾼遠町・⻑⾕地域が１⽉に、それ

ぞれ地区に分かれて、１０会場で開催しています。 

そ

の

他

 

ｉ

 

 

出さ 

れた 

意見 

高齢の方が利用できる施設があるといいと思う。 

現状 

(市) 

 伊那市には、高齢者が自分らしく、いきいきと生きがいを持って自立した

生活が送れるように、市内５４箇所に「いきいき交流施設」（大小さまざま

な集落施設）を整備、建設してあります。広い範囲の中の１施設ではなく、

地区の常会ごとなど、きめ細かに整備してあり、管理は地元区や常会が行っ

ていて、主に高齢者の認知症予防や介護予防事業などのほか、高齢者の生き

がいづくりやレクリエーションの活動に利用されています。高校生の皆さん
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のアイデアで、高校生と高齢者とが交流する機会を設けていただき、世代を

超えた交流の場として積極的に活用してください。また、７５歳以上の方に

は、市内の入浴施設や文化施設等での利用もできる「いきいき健康券」を交

付してこうした施設の利用案内をしています。 

検討 

結果 

市へ次のように要望していきます。 

 伊那市には、高齢者の様々な施設が充実しているが、高校生には周知でき

ていないという点が考えられる。広報に力を入れるべきである。 

 燃料高騰の中、自宅で一人で過ごすだけでも経費がかかり、どこかウオー

ムシェアのような形での居場所が必要とされている。デイサービスや障害者

等の居場所には行かない高齢者の居場所として、現在ある施設を使用できる

ように検討していただきたい。 

そ

の

他

 

 

 

ｍ

 

出さ 

れた 

意見 

殿島橋付近の朝の交通渋滞が激しく、簡単に横断できないので何とかしてほ

しい。 

現状 

(市) 

殿島橋付近の国道 153号及び県道南箕輪沢渡線について、朝夕を中心に交

通渋滞が発生している状況は市も認識しています。 

現在、この交通渋滞を緩和するため、国と県でバイパス道路（伊駒アルプ

スロード、伊那バイパス）の整備を進めており、1 日でも早く完成するよう

市も協力しています。このバイパスが開通することで、交通が分散し渋滞の

緩和に繋がるものと期待しています。 

また、変則的で危険な沢渡交差点についても、安全な交差点になるよう、

接する市道も含めた一体的な整備の計画も進めているところです。 

工事の完成にはまだまだ時間がかかりますが、引き続き、安全には十分ご注

意のうえ、通行していただきますようお願いします。 

そ 

の 

他  

 

ｎ 

ｏ 

ｐ 

出さ 

れた 

意見 

駅前や市内でシャッターが閉まっているお店が多くてさみしい。何とかで

きると良い。 

市内商店街に駐車場が少ないと思うので、使い易い駐車場が増えると、人

も集まりやすいのでは。 

市内にカフェ歩きができるようなお店が増えるとよい。 

コンビニがあると高校生は助かるし、集まると思う。 

駅から高校までお店が一軒もない。自販機もない(⻄春近公⺠館にはある) 
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ｑ 

ｒ 

現状 

(市) 

中心市街地については空き家や空店舗の増加、空洞化、駅周辺の再生など

様々な課題がありますが、市では、「伊那市まちづくり推進事業」として、

まちの再生を行っていくこととしています。実施にあたっては、若者や学生

の皆さんなども関わっていただきながら、産学官⺠連携によるまちづくりを

進めていく予定です。 

まちづくりは⻑期間にわたるものになりますが、伊那市ならではの特色の

あるまちの再生を目指しています。 

空き店舗の解消に向けては、従来から各種補助金により支援を行ってきま

したが、令和４年度に空き店舗バンクサイトを構築し、更なる物件利用の促

進を図っています。今後、「伊那市まちづくり推進事業」の中で若い世代の

意見も参考にして、目指す方向を明確にし、取組を進めていきます。 

沢渡駅周辺は商店がなくなってしまい、近隣のスーパーまでは距離もある

ことから、日常の買い物に不便を感じている方もいると思います。市内に

は、移動販売を⾏う⺠間事業者があり、⻄春近地区も訪問エリアとなってお

り、出張販売を活用いただくことができます。 

検討 

結果 

市へ次のように要望していきます。 

伊那北駅から伊那市駅の商店街について、高校再編を１つのきっかけに、

高校生の意見も取り入れた街づくりを活性化してほしい。 

沢渡駅周辺は商店がないので、公⺠館に移動販売や出張販売を⾏う取組が

できないか。 

Ｒ4.12.7 伊那市議会傍聴 



10 

 

 

 

Ｒ4.12.19 意見交換会（伊那⻄⾼等学校 大会議室） 


